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この文字列は、ソースコードの     CALL PGMTXT('B', -1.0, 0.5, 0.5,    :             BSL//'fiAxes drawn with PGTBOX')の文で描かれている。\fi は、イタリック(斜体字)指定。
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このサンプルでは、PGTBOX を用いて様々な形式で軸の目盛りを描く方法が紹介されています。ソースコード（pgex13.f）の     DO 100 I=1,N        CALL PGSVP(0.15, 0.85, (0.7+REAL(N-I))/REAL(N),      :                         (0.7+REAL(N-I+1))/REAL(N))         CALL PGSWIN(X1(I), X2(I), 0.0, 1.0)        CALL PGTBOX(XOPT(I),0.0,0,' ',0.0,0)        CALL PGLAB('Option = '//XOPT(I), ' ', ' ')　　　　････････････  100 CONTINUEの部分で、描く位置を上から下にずらしながら、合計１０種類の軸と目盛りを描いています。目盛りの書式は、PGTBOX の第１引数(この例では XOPT(I))で指定します(各段の指定内容は "Option=" に続く文字列の通りです)。詳細は、マニュアルの PGTBOX の項を参照して下さい。左右の黄色い "advice" 欄内の数字が、上の do ループにおける変数を表しています(ループの初回に最上段が描かれる)。


